
国際人文科海外研修 

2023 年 10 月 31 日(火) 

ホストファミリーとの別れ（Atherton 高校 7：45〜・Smithfield 高校 8:00〜） 

10／31（火）この時が来ました。8 泊 9 日お世話になったホストファミリーとの別れです。 

寝食を共にし様々なことを教えてもらい体験させていただきました。文化、人種、言葉は違えど相手を理解し

尊重することにより分かり合えるということが実感できたのではないでしょうか。この貴重な経験は君達にと

って大きな財産となることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



ついに合流（Atherton 高校・Smithfield 高校） 

10／31（火）9：30〜16：10 

 Ramada by  Wyndham Cairns City Centre にて 7 日ぶりに 2 年 8 組が全員揃いました。 

ここから自主研修になります。 

自分で調べて街を散策する。現地の人に話しかけてみる。現地で食事をする。歴史的な場所を巡る。海外でや

ること全てが研修になるはずです。さあ新しい一歩を踏み出そう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



最後の食事はステーキ！！からの〜ナイトマーケットへ 

10／31（火）17：30〜 

 思えばオーストラリアで 2-8 組全員揃っての食事はこれが初めてで最後でした。 

場所はDundee’s！最後の夜にふさわしいボリュームたっぷりのステーキでした。 

【メニュー】 

・スープ  ・パン  ・ステーキ  ・チップス  ・アイスクリーム  ・ソフトドリンク 

足らない生徒もいたみたいですが大変美味しゅうございました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賢い買い物ならナイトマーケットは外せません。値段や品質をよく吟味し買い物するのも研修の一環です。皆

さん、お土産はどこで、いくらで、買いましたか？ 

保護者の皆様楽しみに！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



海外研修（オーストラリア研修）を終えて 

 

 4 年ぶりの海外研修。我々教職員も当時の資料を漁りながら企画したのを思い出します。課題は「円安」、

「世界情勢」、「生徒にとって実りある研修とは」これらのことを同時に考えながら企画。場所や日程を検討

した結果、10 月末からオーストラリアに決定しました。 

4 年前とは違い、僅かながらもコロナの影響を受けながらの海外研修でした。まず、３８名をオーストラリア

1 校で研修を実施することができませんでした。（4 年前は米国 1 校で実施）その為、半分に分け Smithfield 高

校と Atherton 高校に分割での研修となりました。 

 

しかし、これが良かった！！ 

 

少人数ならではの密度の濃い交流。それにより沢山の現地生徒や先生、ホストファミリーとのふれあい体験

は例年より満足度が高かったように感じます。 

  

日本では「自分さえ良ければの精神」が見られるようになった昨今。 

自分を考え、相手を想い、尊重し理解するという「人間力」の向上につながった海外研修であり、そんな生徒

を育成したいと改めて感じる海外研修でした。 

 高校 3 年間とは一生の中で取るに足らないくらい短い期間ではあります。しかし高校生３年間での経験は一

生物です。卒業まで今しばらく時間はありますが保護者の皆様のご協力があっての学校、行事、進路と考えて

います。今後ともよろしくお願いします。 

最後に海外研修も滞りなく実施できたのも保護者の皆様ご協力のおかげです。この場を借りて感謝申し上げ

ます。Thank you。 
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